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· 欠席者は必ず後日、確認お願いします。
※今回の委員会はコロナウイルス感染者急増の為、会議は行わず、議事録回覧致します。相談したいことやご意見等ございましたら松橋までメールなどでお知らせください。

①前回の委員会の振り返り

　※前回第2回の議事録を確認して下さい。

②連絡事項

・各研修終了後2日以内に出欠入力を済ませ、WIZ掲示依頼をお願いします。

レポート研修の場合は、確認作業に時間も要しますが3日以内には出欠入力を済ませるように担当で協力してお願いします。担当だけで難しい時は委員メンバーに協力を仰いで実施してください。

③医療福祉学会について

・テーマとメンバー構成について

担当が書式を作り一覧化して小向AOMに提出しています。

6/24（金）時点での抄録について。

・演題　計　32題

・抄録の期限は9/16です。各委員は把握しておいてください。

④各研修進捗状況の確認

　【法人研修　進捗状況】

・第2回法人研修

6月20日（月）～　6月30日（木）　個人情報保護について

診療情報・個人情報等管理委員会　日沢　理乃　委員長

参加対象者　　　   182名/206名

参加率（参加者）　　87.8％

感想

・今回の研修にて、改めて個人の情報を保護する目的を理解することが出来た。当院の基本方針として、全職員は、「院内規則」及び「個人情報の保護に関する法律」、「同施行令」、厚生労働省「医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取り扱いのためのガイドライン」に基づき、患者様とその関係者に関する個人情報を適切に取り扱い、患者様等から信頼される医療機関であるよう、たゆまぬ努力を続けていかなければならないことを改めて認識し、個人の尊厳を遵守しながら多職種連携を図っていくことの重要性を学ぶ機会になった。

・医療従事者である事で患者のみならず、患者家族の情報等個人情報を取り扱うことが多い。入退院等での必要書類にも個人情報を記載する場面も多く、コピー機へ原稿忘れがないかを確認する必要がある。また、メール、FAXの送信時は送信先の再確認患者様とその関係者に関する個人情報を適切に取り扱いが必要である。日々の業務の中でも気を付けなければないと改めて感じた。　など

　

反省・改善点

・第１回の法人研修にてメールの送信先の不備が多く、今研修では部署宛でのメール送信としましたが、サービス付高齢者住宅（悠湯・悠楽）に部署アドレス無く、新たに作成して頂き対応した。

・個人宛にお知らせメールが欲しいとの要望も数件あり、対応している。

・部署宛としたことで、普段見ないスタッフもＷＩＺの部署を開くきっかけになったのではと考えられる。

・レポート研修の為、全スタッフ参加が望ましいが87.8％の参加率にとどまる。参加率向上に向け、検討が必要。

・第3回法人研修

　テーマ：院内・施設内における感染対策～新型コロナウイルスと薬剤耐性菌を中心に～」

　企画書決済済み

　院内・施設内においての感染対策「新型コロナウイルスと薬剤耐性菌を中心に」

講師：松田薬局長

※　8月の法人研修ですが、コロナの感染拡大傾向の為、レポート研修にします。

講師に伝え、WIZ掲示等レポート研修の段取りで各スタッフへ周知、準備お願いします。　

・第4回法人研修　

　　テーマ：人権擁護について

企画書決済済み

講師：吉田美佳SGM

　　　　　　　　　　　　　　　　　

【各領域研修　進捗状況】
・第2回院内研修　　

　テーマ：院内の事故を最小限に…

　講師：赤坂里美SGM

　日時：6 /21～6/30

　担当：柴田、羽田

　参加率：73.2％

感想：・事前の情報や実際の介入方法で得られる情報から十分な評価とアセスメントを行う事で事故を防止してリスクを減らす事が出来ると感じた。

・転倒転落リスクが高く事故が多いのは現状であるため、リスクマネジメントをしっかりと行いたい。

・事故を100％防ぐのは不可能であるも、事故は起こるものという前提でそ　れをどれだけ最小限に出来るかを日々考えて業務していきたい。

・院内の事故は病院の信頼にも繋がるため、防げるものは防いでいきたい。

・事故を未然に防ぎ、また事故を最小化するためには、チームとして助け合い、お互いの弱点や性質を理解し補い合い、同じ目標に向かって従事する事を理解した。

　反省：・急変時の一連の流れを再確認できた。急変時動けるよう日々頭に入れ業務に当たる。

・久しぶりの実技研修で動きを再確認できて良かった。

・実際に動けるように、日頃から対応を復習しておこうと思った。

・頭でわかっているつもりでも実際にやってみると順序などが曖昧な部分が多かったので常に対応できるように振り返っていきたい。

・実際に動けるように日頃から対応を復習しておこうと思った。

・第3回院内研修　

　テーマ：精神保健福祉法(行動制限)

　講師：西舘翔子精神保健福祉士

日時：7/21～8/4　※当初10日間の予定でしたが北病棟のPC使用が難しい現状を踏まえ2週間に延長します。

担当：蕨野、鈴木香

※レポート形式

メールの送信先：【個人+部署】

※個人+部署宛ての理由➝院内研修は法人研修より毎回参加率が低く、重要視していないスタッフが多いように感じられ、部署のみだと、参加率が低迷してしまう恐れがある為、今回は個人+部署に送る方が良いのではないかと、担当と協議し実施することにしています。
送信漏れが無いよう注意して実施します。

◎実施してみて、送信方法や確認手段などを確認していきましょう。

・第2回苑内研修

　　日　時：5/23～31

テーマ： 救急対応 ・誤嚥・窒息

講　師：佐々木JGM・橋本Ns

担　当：鈴木、松川

参加率：86％

感想：

・急変時の一連の流れを再確認できた。急変時動けるよう日々頭に入れ業務に当たる。

・久しぶりの実技研修で動きを再確認できて良かった。

・実際に動けるように、日頃から対応を復習しておこうと思った。

・頭でわかっているつもりでも実際にやってみると順序などが曖昧な部分が多かったので常に対応できるように振り返っていきたい。

・実際に動けるように日頃から対応を復習しておこうと思った。

・急変時はスピード感を持って対応や指示することが重要である。

・手順を日頃から確認し、慌てずに行動したいと思います。

反省：

・今回の研修では、感染対策を考慮し、事前に講師が作成した資料を配布、研修当日

は実技を主となり行うことで、密を避ける・時間を有効的に活用することができた

と思う。

・実技では、5名程度が1グループとなり、実際に心肺蘇生練習用人形を使用し研修実施。役割を分け、必要な対処をするなどの一連の救急時の流れを学習できたと思う。

・今年度は、看護・介護が主体となり救急対応の研修を実施。看護のみではなく介護目線で救急対応について実施できた。

・第3回苑内研修

　テーマ：事故対策

　講師：赤坂SGM

日時：7/21～31

担当：太田、島守

※レポート形式の予定です。

・第4回苑内研修

テーマ：認知症高齢者のケア、アセスメントの重要性

講師：吉田美佳SGM

日時：8/17予定　※レポート形式になる可能性あり

　レポート形式の可能性が高いことも伝えて、資料準備依頼しています。

　各医療安全管理委員会のスタッフからレクチャーをする形にして、

今回は現在多発している「転倒・転落に関する研修」に変更。

第2回みさわ研修

日　時：6/24～7/7　　全スタッフレポート提出

テーマ：感染対策

講　師：高成SGM

担　当：小林さん、坪田さん

参加率：

感想：感染が成立する3つの原因を学び対処法等を考える事が出来勉強になりました。

施設における感染制御の基本と留意点を考える事で感染予防への意識が強くな　りました。

ノロウイルス・インフルエンザ・新型コロナウイルスの感染経路について学びました。

新型コロナウイルスが現在も流行している為感染予防や新型コロナウイルス　陽性者が出た時の対策等学べた為今後にも活用したいと思います。

反省：今回のテーマである感染対策については日々コロナウイルスが流行している為

法人スタッフとして陽性者が出た時の対処法の修得できた研修でした。

また資料が分かりやすく見やすいパワーポイントだった為熟読でき、すぐ理解が出来ました。

前回同様研修期間を2週間と設定し、レポート未提出者は１名のみと参加率の高い研修となりました。

・第3回みさわ研修

各領域研修第4回（8月）の各領域研修予定について広報委員会より院内新聞に載せるとの話がありましたのでお知らせします。各担当者は、講師と日時を確定しお知らせください。

【次回委員会予定】

日時：R4年8月17日（水）15：30～

場所：病院2階　会議室

議事録：坂本、柴田

